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年 8 月 7 日に独立を宣言した。フランス第 5 共和制憲法に範をとった憲法草案を国民議会が作成
し、1960 年 11 月 3 日に同議会で採択されたのが最初の憲法である。これを以下、第 1 憲法と呼
ぶ1。大統領制をとり、ライシテ（laïcité、非宗教性）を守る共和国という、現在まで続く政治体制
の根本原則は、この憲法のときから採用されている。 
第 1 憲法では、「政党と政治団体は自由に結成され、活動する」ことが謳われていた（第 7 条）
が、初代大統領の F・ウフェ＝ボワニ（Félix Houphouët-Boigny、以下ウフェ）というカリスマ的な
指導者のもとで、ウフェが率いるコートジボワール民主党（Parti démocratique de Côte d'Ivoire: PDCI）
が国民議会の全議席を独占する体制が、独立から 1990 年まで、じつに 30年にわたって続いた。 
複数政党制にのっとった選挙は、1990年に初めて実施され、野党の国民議会議員も誕生したが、
PDCIが圧倒的優位を占める体制は 1999年末まで続いた。なお、ウフェは 1993年末に現職のまま
病死し、後継大統領には、当時国民議会議長だった H・コナン・ベディエ（Henri Konan Bédié、以
                                                        
1 法律としての正式名称は、1960年 11月 3日付け法律第 60-356号（Loi no 60-356 du 3 novembre 1960）である。 
コートジボワール新憲法の意義をめぐって 






因となって、1999 年 12 月に初めての軍事クーデタが発生した。ベディエ大統領は退陣して亡命
し、第 1 憲法は軍事政権によって停止された。ただ、軍事政権は早期の民政復帰に前向きで、政
党の代表者からなる委員会に新憲法案を起草させ、2000 年 7 月 23～24 日に国民投票に諮った。
投票率は 56%にとどまったが、賛成票が 86%を占めて草案は承認され、公布された。これを以下、
第 2 憲法と呼ぶ2。新憲法に基づく大統領選挙は同年 10 月に実施され、民主化運動の草分け的存















の政党である共和連合（Rassemblement des républicains: RDR）と、旧唯一党の PDCIとを中核とす
る与党連合に支えられ、2011 年 12 月の国民議会選挙と 2015 年 10 月の大統領選挙を圧勝してき







                                                        
2 法律としての正式名称は、2000年 8月 1日付け法律第 2000-513号（Loi no 2000-513 du 1er août 2000）である。 
3 バボは 2011 年 4 月に、ワタラ側によって逮捕されたのち、国際刑事裁判所から出された逮捕状に基づき、オラ
ンダのハーグに移送された。現在も審理が続いている。 
4 その後に公布された法律としての正式名称は、2016 年 11 月 8 日付け法律第 2016-886 号（Loi no 2016-886 du 8 
novembre 2016）である。 
コートジボワール新憲法の意義をめぐって 


























                                                        
5 歴代 3憲法の全文の日本語訳は、http://www.ide.go.jp/Japanese/Research/Region/Africa/Radar/201703_ci01.html で閲
覧できる。また、憲法のフランス語原典は、Aggrey［n.d.］、du Bois de Gaudusson, Conac et Desouches［1997］、
Lavroff et Peiser［1961］、République de Côte d'Ivoire［2016］、Wodié［1996］を適宜参照した。 
 第 1 憲法（全 76条） 第 2 憲法（全 134条） 第 3憲法（全 184条） 
A  自由、権利、義務 28 自由、権利、義務 47 
B 国家と主権 7 国家と主権 5 国家と主権 5 
C 共和国大統領と政府 19 共和国大統領と政府 24 執行権 28 
D 国民議会 13 国会 13 立法権 16 
E 国民議会と政府の関係 13 執行権と立法権の関係 13 執行権と立法権の関係 18 
F 国際的な条約と合意 4 国際的な条約と合意 4 国際的な条約と合意 4 
G 最高院 1 憲法院 13 憲法院 13 
H 司法権 5 司法権 7 司法権 17 
I 高等法院 4 高等法院 5 高等法院 7 
J 経済社会委員会 1 経済社会委員会 2 経済社会環境文化委員会 2 
K  共和国斡旋員 4 共和国斡旋員 5 
L 地方公共団体 1 地方公共団体 3 地方公共団体 5 
M 国家間の提携と協力 2 国家間の提携と協力 2 アフリカ諸国間の協調・協力・統合 2 
N   伝統的首長制 2 
O 憲法改正 3 憲法改正 4 憲法改正 2 
P 総則と経過措置 3 経過措置 6 経過措置と総則 6 
コートジボワール新憲法の意義をめぐって 
5 アフリカレポート 2018年 No.56 
 
第 2 憲法では、基本的人権に関する章（表 1では A行の「自由、権利、義務」）とオンブズマン
制度に関する章（表 1では K 行の「共和国斡旋員」）が新設されているが、その他の章構成は第 1
憲法とほぼ一致している。第 3 憲法で新設された章は、伝統的首長制の代弁機関の設置に関する

























































類の真正性が認められなかったからである。まず、ベディエ政権期の 1999 年 5月には、国籍証の
申請のためにワタラが提出した書類に偽造の疑いがあるとの容疑がかけられ、逮捕状が出された。
また、ベディエ失脚後の 2000 年 10 月に軍事政権のもとで実施された大統領選挙、ならびに、成












性格が認められる事件が 1990 年代末にかけて多発した。2002 年に勃発した内戦では、反乱軍が
自らの挙兵について、北部地域の人びとに向けられる差別への異議申し立ての意図も込められて
コートジボワール新憲法の意義をめぐって 













































































第 3 憲法では、第 2 憲法とは異なる制度が導入された。副大統領職が新設されることとなり、
大統領職の空席時には、副大統領が正式の大統領に昇格して、残り任期を務めるという規定とな
コートジボワール新憲法の意義をめぐって 
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ったのである（第 3 憲法第 62 条）。なお、副大統領は、大統領候補と副大統領候補を一組とした











命されたのは、PDCI ではベディエ党首に次ぐナンバーツーの座にある D・K・ダンカン（Daniel 
Kablan Duncan）首相であった。この人事によって、2020 年の次期大統領選挙をにらんだ権力闘争
の様相に、少なくとも次の 2つの大きな方向性が現れつつある。 
第 1 は、G・ソロ（Guillaume Soro）国民議会議長の政治的地位の低下である。旧反乱軍の指導
者であったソロは、2010年の大統領選挙後に生じた危機の際にワタラを軍事的に支援し、バボ側
に対する勝利を実現させた。2011 年 5月のワタラ政権正式発足後には首相（兼国防相）に抜擢さ
れ、同年 12月の国民議会選挙では RDRの公認候補となって議員に初当選を果たし、2012年 4月
には国民議会議長に就任した。彼の議長就任時の憲法は第 2憲法であるため、ソロがワタラの「憲


























が第 3 憲法に込めた思惑に、与党連合の存続があることはここからも推測できる。 
また、ちなみに、ワタラは与党連合の存続を望む一方で、RDR内の自らの後継者に次の大統領
ポストを与えたいという希望を持っている様子がうかがえる。具体的には、2017年に首相に就任
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